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８月末に、ヒバゴンの出没50周年記念に関する展示資料『「ヒバゴン」の履歴書と地元では』を、

自治振興センター１階の廊下に貼り出しました。

ヒバゴン資料の展示（１階廊下）

資料は、昭和４５年のヒバゴン目撃以降の「ヒバゴンにまつわる情報」と、昭和２９年の八鉾村

と西城町が合併して以降の地域の動きを「ヒバゴン生誕の地では」と称し、今日までの動きを年表

にまとめたものです。

ヒバゴン情報については、昭和４５年７月のヒバゴン目撃時の生々しい話し、その後５年間の大

学関係等の現地調査や相次ぐ目撃情報、そして、その対応のために昭和４５年から約５年間、西城

町役場へ類人猿係を設置したこと。

昭和５０年の西城町の「ヒバゴン騒動終息宣言」「類人猿係の廃止」以降は、『多くの「人の心

と夢」のなかで生き続けています!!』と表現され、その後のヒバゴンの様々な活躍が紹介されていま

す。

皆様におかれましては、是非とも八鉾自治振興センターにおいでいただき、2階の交流施設に展

示の、旧国鉄時代の懐かしい展示物等ともども、ご覧くださればと存じます。

ヒバゴン展示の仕上げは、「ヒバゴンビレッジ やほこ」をイメージした絵（目指す将来像）を

描き、掲出する予定でいます。

図書室（２階）

写真クラブ展示（南側階段）

旧国鉄グッズ展示（２階）

※ 備後落合駅のジオラマは、現在備後落合駅に展示中です。



２．役員会の報告　（役員会　書面審議：８月２８日）

国道183号・314号線の維持管理の強化と施設整備について

路線バスを乗り合いタクシーに切り替えることについて

テレビ受信ケーブル借用電柱を専用柱設置に切り替えることについて

県道拡張・改良工事の早期着工について

（「比婆いざなみ街道」計画への対応に関する要望も含む）

JR備後落合駅のトイレの改善について

地域振興に活用する市道の草刈り作業交付金交付回数の改定について

河川床の土砂撤去及び立木伐採と雑草の撤去について

三坂、市道永金線の道路にできた段差の改修について

高齢化社会における高齢者の見守りを含めた防犯カメラの設置について

定期路線バスの運行時刻の見直しについて

令和2年8月豪雨時の危険個所等の改善について

避難勧告・指示の情報伝達の一本化について

要支援者や在宅介護者・病人等の避難について

庄原市指定避難場所「庄原市総合運動公園」の備蓄について

地域避難所「高尾集会所」の課題について

避難時の対応について（警戒レベルの発令エリアの縮小等について）

情報交換会

町民グラウンドゴルフ大会 中止する

であいとふれあいフェア 中止する

庄原市西城町民新年互礼会 後日世話人会を開催し協議する

庄原市自治振興区連合会開催の研修会への参加連合会の方針に沿って進める

ひきこもりを理解する講演会 関係機関の方針に沿って進める

庄原市西城「町美展」（参考記載） 中止する

市政懇談会の開催動向を確認し後日協議する

13

14

15

16

17

3

9

10

11

12

4

8

2　ページ

6

7

連番

1

2

5

4

事　　業 当面の決定内容

森林資源を用いた事業の研究や、休耕農地とか空家等の地域資源を活用した人口減少の抑
制について

連番 要　望　事　項
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タマネギ 50kg 480kg 880kg350kg

6個

11月 12月 1月 2月 計6月 7月 8月 9月 10月

60本

そ
の
他

かぼちゃ

トウモロコシ

計４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

6個

60本

3月

4 41 18

合　計

生涯学習自主運営等

　その他

63人

63人

4 41 18

本年度の要望事項は、過年度分のフォロ－を含め以下のとおり17件の要望を提出すること

にしました。（9月10日提出済）

(１) 令和2年度 行政への要望事項ついて

(２) 西城町自治振興区連絡協議会の、令和２年度の当面の事業計画を決定しました

(３) タマネギ他農産物の供給状況

(４) やほこ交流センター・ヒバゴンビレッジ（交流施設）利用実績 （単位:人）



３．ホームページのリニューアル等に関するご案内

４．地域マネージャー業務の進行状況

３　ページ

① 旧国鉄関係の展示は一応終了しましたが、現在「備後落合駅のジオラマ」は8月21日か

らのトロッコ列車「奥出雲おろち号」運転に伴い「備後落合駅ガイドの会」によって備後

落合駅へ展示中です。

加えて、南側階段・踊場に鉄道に関連する写真（トロッコ列車等）を、写真クラブの皆さ

んのご協力で4枚展示しました。これにより雰囲気は大いによくなりました。

② ヒバゴン５０周年記念に関する関連資料の展示は「ヒバゴンビレッジやほこ」を表す絵

の掲出を残して完了しました。

50周年記念資料は、担当役員の前田忠範さんのご協力で、ヒバゴンのキャラクターを沢

山挿入いただくなど、良いものに仕上げていただきました。

③ 備後落合駅ガイドの会から販売用の記念グッズ等を預かり、訪問者への販売を行ってい

ますが、現品の展示ができておらずできるだけ早く整備したいと思います。

「酒類の小売免許の取得」に関しても、関係機関と調整しながら準備をしています。

④ホームページへの掲載を目指した「やほこの魅力」「やほこを楽しむ」に関する取材を開

始しました。

8月の地域マネージャー業務の進行状況をお知らせします。

(１) 交流事業関係

(２) 野菜販売関係

③「八鉾自治振興区とは」のボタンをクリックすると、「前文」「位置図」「地域紹介文」

「沿革」「世帯数・人口」がご覧いただけます。

標準的な自主防災組織のタタキ台を作成し、事務局内で協議しております。

また、ハザードマップや過去の災害事例を踏まえた避難行動への展開等についての手順案を作

成中で、これらが整った段階で役員レビューを行う予定です。

② その他の野菜の、カボチャ、トウモロコシについては8月に少し供給できました。ジャ

ガイモは9月には少し供給できる見通しです。

しかし、その栽培量は家庭菜園の余剰分を出していただく程度となっており、今後一定

の需給バランスを確立するための取り組みを検討したいと思います。

③ そして、栽培農家の方や供給先とのコミュニケーションは良好に保てており、その成果

として、タマネギ以外の野菜供給が実現してきております。

①タマネギの販売は順調にスタートしましたが、大口供給先の破産と「とう立ち等」によ

る収量の落ち込みで、その見通しを下方修正せざるを得ない状況になっております。

（１）八鉾自治振興区オリジナルホームページを少しずつ変更しております。

②「トップ」ボタンをクリックすると、新着情報がご覧いただけます。

そしてトップページの中の「カレンダー」ボタンをクリックすると、カレンダーが表示され

「八鉾自治振興区の行事予定」がご覧いただけます。

①インターネットで「八鉾自治振興区」を検索すると、オリジナルホームページが表示されま

すが、カバー写真を大きくし「鉄道を走る列車」の写真を4枚程度追加しました。

そして、その写真の中に「ヒバゴンビレッジ やほこ」の表示をしました。

④ホームページの各々の内容を充実すべく、地域の写真撮影や情報を取材しています。

未だ「工事中」の箇所が沢山ございますが、より良いホームページとするために、皆様から

のご意見をお待ちしております。

（２）フェイスブック、インスタグラムを開設しました。

フェイスブック、インスタグラムを、それぞれ「ヒバゴンビレッジ やほこ」で開設しま

した。できるだけ早く、運用を開始していく予定です。

(３) 自主防災関係



５．「地域のこの人」紹介

６．生涯学習、その他の活動状況（7月15日以降）

４　ページ

生け花教室は西城を拠点に庄原･三次などの地区で展開され、

そのかたわら地域の老人クラブや所属自治会のディホーム事業

などのリーダーとして幅広くご活躍中です。

竹島さんは､生け花の教室を持たれて32年目を迎えられるそうです｡ご自身にとってお花には生活

に欠かせない友達みたいな感覚で向き合っておられるそうですが､常日頃から好奇心旺盛で学びたい

というお気持ちが強く､今は写真､過去にはお茶や陶芸などの習いごとをはじめ様々な体験を通じて

感性を磨かれ､心を高められているそうです。

竹島さんは、人口減少などで過疎化が進んだ地域にとっては

「人と人との緩やかな、程よいつながり」が、より大切である

といわれています。

昔の助け合いの気持ちをベースとした「お互い様」の心も､時

代の変遷とともに希薄になってきた今日、この気持ちを取り戻

す必要性を切に感じておられます。

竹島さんは、新型コロナウイルス感染禍で、

活動もままならず、新しい生活様式も考えなけ

ればならない昨今、皆様とのつながりを大切に、

四季折々の花に触れ、心豊かに自己を表現でき

る活動をつづけ、また、微力ながら日本の伝統

文化の一つとしての生け花を、生徒の皆様とと

もに継承し、諸々の地域活動に活かしていきた

いと、今後に向けての思いを語られました。

(1)自治振興センターの屋外環境整備を実施（8月1日実施）

今年度は新型コロナウイルス感染環境下、役職員19名で実施

しました。実施内容は、通常の草刈り等に加え、事務所前に

あった「池」の埋立も行いました。

(2)絵手紙教室の作品を

西城市民病院に展示

しました。

（8月初～末まで1ヶ月間）

(3)男性料理教室（７月15日実施） (４)旬の料理教室（７月30日実施）

竹島さんが指導されている生け花は日本３大流派(池坊､小原流､草月流)の小原流で､写景を水盤上

で表現して自然を愛でる作品を数多く生けられています。

八鉾自治振興区がスタートして生涯学習が始まり､今年で10年目を迎えます。

今回は、自治振興区設立年度から今日まで生涯学習の｢生け花サロン｣の講師としてお世話をいた

だいている､西城町小鳥原にお住いの竹島信子さんをご紹介します。

竹島信子さん

竹島さんの写真アルバムから


